
具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
（中間評価）

評
価

今後に向けて
取組状況

（最終評価）
評
価

来年度に向けて

【安心・安全な学校づくり】 〈努力指標〉
児童が安心・安全で、楽しいと思
う学校とすることできた。

教師：実施状況
児童：アンケート

Ａ：毎回共有化の時間をとった
Ａ：学校は安心・安全で楽しい（９
０％）

Ｂ：ほぼ共有化の時間をとった
Ｂ：学校は安心・安全で楽しい（８
０％）

【共通理解と共通行動】 〈成果指標〉
学力向上ロードマップをもとに、
組織の目的と自分の役割を認識
し遂行することができた。

教師：実施状況

Ａ：月単位での認識、遂行ができた（９０％）

Ｂ：月単位での認識、遂行ができた（８０％）

【業務改善とﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの確立】 〈努力指標〉 目標とした時間内での勤務とできた。

勤務時間

Ａ：できた（100％）

Ｂ：できた（９０％）

【授業改善】 〈努力指標〉
・対話型授業を意図的に実践した。
・友達と関わることで学びが深まった。

教師：実施状況
児童：アンケート

Ａ：できた（９０％）

Ｂ：できた（８０％以上）

【GIGAの推進と学習環境の構築】 〈成果指標〉
学習内容・方法を自己決定する
よう指導した。

教師アンケート

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

【基礎基本の定着】 〈成果指標〉
基礎基本の確かな定着が見られ
た。

学期末テスト

Ａ：９０％以上の到達児童が８０％以上

Ｂ：９０％以上の到達児童が７０％以上

【安心・安全な授業づくり】 〈努力指標〉
生徒指導の４つの視点を生かし
た授業を意図的に実践した。

実施状況

Ａ：実践した１００％

Ｂ：実践した８０％以上

【自治・自主の精神の育成】 （成果指標）

よりよい学校、学級を目指して、
自ら進んで、児童会活動や学級
活動等に参加し、他者と協力す
ることができたか。

児童アンケート

Ａ：できた９０％以上

Ｂ：できた８０％以上

【豊かな心の醸成】 〈成果指標〉

児童が自分の考えや生活をより
よくしようという思いを持つ言葉
を大切にした、対話のある授業
を設計、実践した。

教師アンケート

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【向上心をもって努力する児童の育
成】

〈成果指標〉
体力向上のめあてを達成するこ
とができた。

(児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【安全意識の向上】 〈成果指標〉 安全意識が定着している。

（児童アンケート）

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

【健康な心身の育成】 〈成果指標〉
早寝早起き朝ごはんの取組を意
識し生活を送ることができた。

(児童アンケート）

Ａ：できた９０％以上

Ｂ：できた８０％以上

【ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの充実】 （成果指標） CSとの関りの機会

（実施状況）

Ａ：計画的に持つことができた

Ｂ：ほぼ計画的に持つことができた

【保護者との連携】 （成果指標） 働きかけを行った。

(保護者アンケート)

Ａ：働きかけた９０％

Ｂ：働きかけた８０％

【ふるさと教育の充実】 〈努力指標〉
地域理解や貢献につながる活動
に取り組めた。

（実施状況）

Ａ：取り組めた９０％

Ｂ：取り組めた８０％
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重点目標
（めざす

姿）

教
頭

必要な情報の共有化
の時間をとることはで
きたものの、児童アン
ケートの回答結果は８
８％であった。

B

アンケートで学校が楽しいに否
定的な回答をした児童に焦点を
あてた手立てをとる。
いじめ等記録シートを残し、児童
の不安に組織的、継続的に見取
り、対応していく体制を強化す
る。

いじめ・不登校の未然防止等に
向けての組織的対応ができたと
の回答は１００％であった。
児童アンケートでの肯定的回答
は８６％と目標とした９０％には
届かなかった。７月時と同様に
楽しいとは思わないと回答した
児童が7人存在。
支援委員会を開き、不登校の未
然防止対応を検討し、個に応じ
た対応をとってきた。

B

全教職員協力のもといじめ・不登
校等の未然防止と早期発見、組
織的な対応に努める。

未然防止に向けた教師による児童
の居場所づくりと、いじめ等記録
シート，欠席状況共有アプリ等を活
用した早期発見・早期対応にむけた
取組の徹底を図る。終礼後に、児童
情報を共有化する時間をとる。

各
主
任

ロードマップを各主任ごと
に認識し、すべき取組を
遂行することはできた。た
だ、各主任が学校ビジョン
に基づいて他分掌の取組
について検証したり改善
策を協議したりする分部
は不足していたように感じ
る。

A

主任会でロードマップを基に進
捗状況（達成度）を確認し、マー
カーでチェックすることを継続す
る。
それぞれの主任の振り返りに対
して、相互にフィードバックする
機会を加える。

主任会で、それぞれの主任のふ
りかえりや学校全体への気づき
を共有する機会をとることができ
た。また、各取組が学校目標の
実現に資するように目標と取組
の関連性を協議することもでき
た。月単位で確認する時間はと
りづらかったが、ICTを活用して
の確認は継続した。

A
学力向上ロードマップを用いて
PDCAサイクルを実働させること
で、組織的で機動的な学校運営
を実現させる。

主任会議において、学力向上ロード
マップに基づいた取組状況の確認，
検証・改善策の協議、共通行動の確
実な実践に取り組んでいる。

教
頭

校務にクロムブックを活用し、
効率化を図ることはできた。
役割分担を見直し、業務の平
準化を図ったものの、アン
ケートの回答は５９％であっ
た。
時間外労働時間をみると、長
い人が固定化している傾向も
みられる。

C

職員から出た業務見直しの案を
検討し、実施する。
校務の見直しに加え、個人の働
き方についても見直す時間をと
り、目標とする働き方と時間を設
定する。

目標とした時間内での勤務とで
きたとの回答が５９％と7月から
変動がなかった。
校務の見直しをしてきたものの、
個人の働き方の改革が進まず、
長時間労働の固定化解消につ
ながらなかった。個の意識に左
右されない学校システムの構築
をすべきか。

C

各教職員の専門性を生かし、適
切な時間管理を行いチーム学校
として最善を尽くす。

・学力向上ロードマップをもとに、役割分担
の明確化と業務の平準化を図る。
・校務にクロムブックを活用し、効率化を
はかる（Chat機能を活用し、伝達にかかる
時間の短縮に努める）。
・業務の見直しに積極的に取り組む。

研
究

教職員アンケート「対話型
授業を意図的に実施する
ことで、児童同士の関わり
と学びが深まったと思
う。」に対する肯定的回答
は７６％、児童アンケート
「授業の中で友達と話し
合うことで、学びを深める
ことができた。」の肯定的
回答は９０％であった。

C

対話型授業の具体や価値を共
通理解できるように校内研修を
計画し、実施する。教師から現
状の問題点を聞き取り、２学期
以降の共通実践を打ち立てて、
実践の成果や課題を共有する
時間を確保する。

毎時間ではなく、単元の中で対
話型授業を意図的に設定する意
識を共有したことで、教員アン
ケートの肯定的回答が90％に向
上した。単元構想メモを共有し、
職員終礼後に共同編集する時
間を確保したことで、児童が見
方考え方を働かせている具体の
姿や評価問題を単元構想に取り
入れることができた。

A
学ぶ楽しさを実感し、自ら考え、
みんなで学びを深め合うことがで
きる児童を育成する。

・目標を達成した児童の姿を想定し、対話
型授業を意図的に実践する。
・学びを生かした対話型授業を意図的に
設定することで、児童に学びの楽しさを実
感させる。

教
務

教師アンケートではなく、
指導計画・実践記録から
75％
毎時間、児童が自由に選
択できるようにしたのでは
なく、教師が選択する機
会を与えたときのみに限
られていた。

B

１学期、ICTを活用した実践例を
交流した。この実践例を参考に
し、研究と連携して、児童がICT
を活用できる場面を増やしてい
く。

自己決定の指導を90％の教師
が行うことができた。ICTサポー
ターに協力を求めながら、協働
的な学びにつながるよう活用を
進めた。他者参照しながら自分
の学習を振り返り、再考する姿も
見られるようになった。

B
個別最適な学びと協働的な学び
の一体的な充実を意識し、ICT活
用を含めた効果的な学習環境の
在り方を模索する。

・目標達成に向けた学習活動におい
て、学習内容・方法等について自己
決定する場と機会を設定する。

学
習
指
導

漢字86％・計算90％
90％を達成するまで、同じ
問題で繰り返し取り組ん
だ

A

全校で、朝学や帯タイムで漢字・
計算を子どもたちが、粘り強く問
題に取り組める素地を養う。

漢字85％、計算83％。まず、自
分で取り組む。その後、考え方、
答え方のヒントを参考に最後ま
で取り組む姿も見られるように
なった。繰り返し練習し、取り組
みの期日を決めることで達成を
目指して取り組むことができた。

A

授業、補充学習、家庭学習等を
通して、基礎基本の定着、活用
力の育成を図る。

授業における学習内容と補充学習・
家庭学習の内容を関連付け、当該
学年でつけるべき基礎基本の力の
定着につなげる。

生
徒
指
導

教職員アンケート「生徒指
導の４つの視点をいかし
た授業を意図的に実践し
た」に対する肯定的回答
は９０％であった。

B

「ほめ方」について、研修を通じ
て教職員と吟味し、実践してい
く。
毎月２回、チャレンジタイムで行
う「人間関係づくり」の活動を通じ
て、安心・安全な風土づくりや共
感的人間関係づくりをすすめて
いく。

教職員アンケート「生徒指導の４
つの視点をいかした授業を意図
的に実践した」に対する肯定的
回答は９５％であった。
適宜研修会を開き、「自己存在
感」「自己貢献感」を高める声か
けについて吟味・共有することが
できた。

B
生徒指導の４つの視点を生かし
た授業づくりを推進する。

重点とする生徒指導の視点を意識
し、授業で意図的に働きかける。

生
徒
指
導

児童アンケート「よりよい
クラスになる（できる）よう
に、児童会活動や学級活
動に関わることができた」
に対する肯定的回答は８
６％であった。

B

毎月２回、チャレンジタイムで行
う「人間関係づくり」の活動を通じ
て、友だちと関わる機会を増や
し、コミュニケーションをとること
の楽しさを実感させていく中で、
自治的精神を養っていく。

児童アンケート「よりよいクラスに
なる（できる）ように、児童会活動
や学級活動に関わることができ
た」に対する肯定的回答は８４％
であった。
学級への参画意識の向上や他
人と関わる力の育成が今後の課
題に挙げられる。

B
児童主体の児童会活動，学級活
動を通して主体性・協働性を養
う。

児童会活動，学級活動等において、
伝えること、聴くこと、折り合いをつ
けること等の資質・能力を育むため
の指導を実践している。

道
徳
推
進

教師アンケートの回答結
果は８８％であった。

B

授業の板書などの実践を集約
し、紹介したり、県の道徳教育推
進教諭に向けた研修内容を伝
達したりする校内研修を企画、
実施する。

「児童が自分の考えや生活をよ
りよくしようという思いを持つ言
葉を大切にした、対話のある授
業を設計、実践した。」と回答し
た教師の割合は94％であった。
研修したことを生かし授業実践
をしている先生方もいた。また、
先生方の実践交流をすることを
通して、授業展開における有効
な手立てや道徳においての考え
方等を共有することができた。

A
言葉を大切にして思いやり、道徳
教育、人権教育、キャリア教育、
読書活動の充実を図り、豊かな
心の醸成を図る。

重点内容項目を各学年で設定し、対
話を通して自分自身の考えを見直
す場のもてる授業を実践している。

保
健
体
育

肯定的な回答は７２％と
低く自分の目標をもって3
分間なわとびに取り組め
ていないことがわかった。 C

体育時の準備運動として取り組むの
ではなく、3分間の中でいろいろな跳
び方に挑戦したり、3分間跳びきるこ
とを目標にできるよう学年に合わせ
た3分程度のリズムなわとびを体育
委員を中心に考え意欲的に取り組め
るようにする。

児童アンケートの肯定的回答は
８４％と前回に比べ数値が上
がった。リズム縄跳びの取り組
みや、体育での意識づけ、教員
の声かけにより目標をもって取り
組めたのではと考える。

B粘り強く取り組もうとする心を育
てるために、目標を立て、努力を
重ねようとする態度を養う。

瞬発力の育成につながる取組について、
児童に目標を持たせ、目標に向かって継
続的に努力できるよう指導している。

保
健
体
育

肯定的な回答が非常に高
い数値となっていた。登下
校の安全や非常時の行
動については意識できて
いることがわかた。

A

定期的な訓練も大切だが、短い
時間でも「もしもこんな状況なら
どうするか」という状況を想像す
る時間や自己判断する力をつけ
るような訓練が今後も必要であ
る。

７月と同様に肯定的な回答が非
常に高い数値となっていた。登
下校の安全や非常時の行動に
ついては意識が定着している。

A
交通安全・生活安全・災害安全
の取り組みを通し、安全意識を
高める。

登下校の安全や休み時間の遊び方、廊
下歩行、避難訓練等の指導を行い、安全
についての正しい理解につなげている。

保
健
体
育

アンケート回答は84％
であった。1学期に行
われた生活リズムェッ
クでは早寝の割合は
他の項目より低くな
り、メディアの使用時
間が増えると就寝時
間が遅くなる傾向が
あった。

B

生活リズムチェックシートで今後
も自己の生活を振り返り、意識
できるよう取り組む。たよりなど
で啓発するとともに、授業参観や
懇談会などの機会に保護と児童
が共通の話題でルール決めを
するなどの取り組みができない
か検討する。

肯定的回答は７８％であった。２
学期の生活リズムェックの取組
では１学期と比べ寝る時刻が遅
くなる傾向にある。児童アンケー
トではゲームやネットの時間、
ルールは守れていると８３％が
回答しているが、保護者アン
ケートでは肯定的回答が６３％と
低く、親子でずれがあることがわ
かった。

B

メディアコントロールや早寝早起
き朝ごはんが意識できる取り組
みを行い、健康で望ましい生活
習慣の確立を図る。

基本的な生活習慣とメディアに関す
る指導を行い、よりよい生活習慣の
確立に必要なことの理解につなげて
いる。

教
頭

学校運営協議会をこ
こまで、３年、５年、６
年でCSの協力を得て
学習を計画、実施する
ことができた。

A

CSDの尽力のおかげで、連携を
密にしての活動を進めることが
できた。
２学期、３学期の計画を立て、ま
だ実施していない１年、２年、４
年がCSと関りを持てるようにす
る。

CSDと連携を密にとりながら学
習支援を仰いだ。計画していた
とおりに、1年、2年、4年において
もCSと関りをもった学習ができ
た。
全校児童とCSとのつながりが持
て、地域の中で育つ、学ぶ感覚
を子どもたちは持てたと思う。

A

CSDとの連携を密にし、活動をよ
り一層充実させることで、地域と
の連携・協働を推進する。

学校運営協議会を計画的に開催す
ると共に、CSﾃﾞｨﾚｸﾀｰとの連携シス
テムを活用し、学校支援の充実を図
る。
※年間計画を立てて、各学年１回以
上CSとの関りをもつ。

教
頭

はたらきかけたとした
保護者の割合は８５％
であった。 B

保健体育の取組の結果を周知
し、メディアのよりよい使い方に
ついての呼びかけを継続する。
メディアリテラシーが身につくよう
な指導を学校で継続する。

はたらきかけたとした保護者の
割合は８３％。実際に子どもが
ルールを守ってゲーム・メディア
を利用しているとした割合は６
３％。粘り強く学校からの発信も
継続する。

B
保護者、PTAと連携し、よりよい
家庭生活習慣の確立に努める。

保護者が、家庭学習の目標時間や
各家庭でのメディアのルールを守る
ように働きかけている。

教
頭

３年生は地域理解のために
総合で粟生のステキを見つ
ける学習に取り組んだ。資源
回収、粟生健やかと連携した
挨拶標語に取り組んだ。た
だ、児童アンケートによると、
能美市の人やもの、ことのい
いところをしっているとの回答
は８０％であった。

B

金曜日隔週に取り組んでいる生
徒指導の取組に「能美市のすて
きな人やもの、こと」を言い合う
時間もとり、地域の良さを口に出
す、耳にする機会を多く持つよう
にする。

金曜日隔週での取組で、能美市
のステキを思い浮かべ、口に出
す活動に取り組むことができた。
総合の学習で粟生のステキ見つ
けに取り組んだ３年生は6ポイン
トの上昇がみられた。

A
地域の人・もの・ことのよさに気
づき、いかす子の育成に努める。

ふるさと能美市の良さに気付き，地
域の良さを理解しようとしている。

1

組
織
的
な
学
校
運
営

（
チ
ー
ム
粟
生
小

）

組織的な学校運営となるよ
う、学力向上ロードマップをも
とにして学校運営の進捗状
況を各主任で見取ることを継
続する。

いじめとつながる事案への
早期対応はできていて安心・
安全の部分の確保はできて
いるととらえている。「学校が
楽しい」に対して否定的に
なっている児童を見取りなが
らも、やはり学級全体として
学校が楽しくなるような取組
を生徒指導部を中心に検討
していく。

業務改善については、この１
年たくさんのご意見をいただ
きながら改善を目指してきた
ものの、大きな成果につなげ
ることはできなかった。時間
のかかった業務については
可能な限りペア制にすること
で、個の意識に左右されな
い学校システムとする。ま
た、学校教育活動とPTA活
動の精選も進めていく。

2

知

（
確
か
な
学
力
の
育
成

）

「見方・考え方」をはたらかせ
るという視点のもとに授業改
善を図り、研究を重ねてきた
「対話」については一つの手
段として実践を継続させつつ
も、単元を通してねらいを明
確にした授業づくりをする。
また、そのねらいに応じて個
別最適と協働を一体的に実
現させていくための手段を研
究していく。

児童のICTの活用は確実に
身に付いてきている。情報モ
ラルを含む「情報活用能力」
の指導については、さらに強
化していきたい。

基礎基本の定着は計画的に
行う必要がある。チャレンジ
タイムの年間計画を作成し、
級外も担当の学年に携わり
ながら年間で見通しを持ち、
子供たちが達成感をもちな
がら積み上げていけるように
取り組んでいく。

3

徳

（
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

）

今後も引き続き、人間関係
づくり活動と生徒指導の４つ
の視点を生かした授業の推
進を図り、児童の「自己貢献
感」を高め、「人との関わり」
を楽しむ中で、学校に通う楽
しさを感じる児童を増やして
いきたい。

＜今後の施策案＞
・「あおトーーク」の計画的推
進
・相手を思いやる言葉遣い、
聴き方の指導
・「自己存在感「自己貢献感」
を高める言葉かけの吟味、
共有、授業実践

・児童のライフスキル向上の
ための、ライフスキルトレー
ニングの授業実践を学活の
中に位置づける（LCとの連
携）

・視点を明確にした実践交流
や交流後、有効な手立てを
共通理解し、対話のある授
業実践の設計につなげられ
るようにする。

4

体

（
健
や
か
な
身
体
の
育
成

）

児童自らが目標をもって努
力するための具体的な取組
(リズム縄跳びなど)を今後も
続ける。児童のモチベーショ
ンを継続させるためにも「楽
しさ」「またやりたい」と感じる
取組を増やし、努力を認め、
評価する機会をつくってい
く。

安全意識については定期的
な訓練に加えて日ごろから
状況を想定して自分で考え
る、想像する学習を継続して
行うことでいざという時に指
示を待つだけでなく、自分で
判断し、行動できる児童の育
成につなげる。
メディアコントロールについ
ては、学校と家庭が連携して
継続的に取り組む。PTAの
各委員会とも連携し、学年懇
談会や非行被害防止講座な
どの機会で啓発を促す。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

今年度サポートをいただい
た計画を基本踏襲し、第１回
の学校運営協議会で年間計
画として位置づける。CSDも
年間を見通して、CSへの呼
びかけがしやすくなると思わ
れる。
学習サポートのメンバーを拡
充するために、学習サポート
の呼びかけを当該学年の保
護者にも向けて行う。

ふるさと教育の充実に向け
て、粟生の良さ、人を実感で
きる学習を総合的な学習の
時間への位置づけることを
継続する。


